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はじめに 
 

 県教育委員会では、平成 27 年度より「学びに向かう力育み事業」および「学び

の基礎体験型学習プロジェクト」を、平成 29 年度からはこの２つの事業を一体化

して、「学びに向かう力推進事業」を実施し、幼小の滑らかな接続に取り組んでま

いりました。本年度からは、研究指定期間を２年間として、幼児期の教育と小学

校教育との接続に配慮した教育課程の編成や、子どもたちの「学びに向かう力」

の育成につながる指導内容や方法の工夫改善についての実践的研究を推進し、こ

こに研究１年目の取組をまとめました。 

指定を受けた園や小学校においては、それぞれの保育や授業を見合って、互い

の教育を知ることから始め、主体的・対話的で深い学びの視点を生かした保育・

授業改善を進めてきました。また、何度も協議を重ねながら、幼児期の「学びの

芽生え」を児童期の「学びの基礎」につなぐ接続に配慮した教育課程を編成し、

子どもたちの学ぶ力を育む実践的な研究を進めてきました。10 月～11 月に指定

校園で開催されたブロック別研修会では、公開保育・授業、研究協議会に県内の

学校園から多数の先生方の参加があり、幼小の連携・接続について改めて考える

機会になったと感じております。 

 今回改訂された幼稚園教育要領等や学習指導要領には、「幼児期の終わりまでに

育ってほしい姿（10 の姿）」が示されました。これをもとに、幼稚園等と小学校

が５歳児修了時の姿を共通認識することで、より一層の接続が期待されています。

指定校園でも、この「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10 の姿）」を活用

し、幼児期の学びと育ちは小学校以降の教育の大切な根っこであることを共有し

ながら研究が進められています。本冊子を参考にしながら、県内それぞれの校園

で子どもの学びや育ちについて語り合い、幼児期の教育と小学校教育の円滑な接

続に一層努めていただければ幸いです。 

最後になりましたが、本指定事業に熱心にお取り組みいただきました指定校園

の教職員の皆様ならびに、指定校園の研究を支えていただきました市町の担当課

の皆様に厚くお礼申しあげます。 

 

平成 31 年３月  滋賀県教育委員会事務局幼小中教育課 

課 長   辻 本  長 一 
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１ 主題設定の理由 

マキノ南小学校は高島市マキノ町の南部、マキノ西こども園は同町

の中心部にそれぞれ位置し、田園風景が広がる自然豊かな環境で四季

の変化を感じながら子どもたちはのびのびと育っている。保護者や地

域の方は協力的で、行事への参加も積極的である。 

マキノ西こども園の子どもたちは明るく素直で人なつっこく、物事

に真面目に取り組むことができる。その反面、自信のないことには取り組もうとしなかったり、とび

つきはよいが根気よく取り組めなかったりすることや、友だちに関心が薄いことに課題がある。小学

校では、少人数による手厚い指導により、全体的に素直でまとまりのある集団になっているが、学ぶ

ことに対して受け身的な子どもが多く、一人ひとりの子どもの主体性を育む視点を大切にする必要が

ある。また、少人数で指導が行き届く反面、固定された人間関係に閉塞感を感じている児童がおり、

幅広い人間関係を築いたり、大きな集団で自己表現をしたりすることに課題がある。 

 こども園から小学校への接続は、子どもたちにとって上がれない段差であってはならないし、下が

りたくない段差であってもならない。そのため、入学時の教育課程には「滑らかな接続」を意識した

編成の工夫が求められている。しかし、園児と児童の実態について、小学校とこども園の職員同士が

情報を共有することがほとんどないまま、日々の保育、教育が行われている実態があった。また、小

中一貫教育を推進している高島市では、小中９年間の系統性を意識した教育課程の編成や、中１ギャ

ップの解消に向けた様々な実践をしているが、子どもの育ちはそれ以前から始まっており、12 年間を

ひとまとめとして保育、教育を考える必要がある。 

これらのことから、こども園で“じっくり遊ぶ”子から小学校で“とことん学ぶ”子へ、アプロー

チカリキュラムとスタートカリキュラムの作成とそれに基づいた実践を通じて、よりよい接続の在り

方について考える研究を進めることにした。 

 

２ 研究の目標 

保育と教育の接続に関する課題と 12 歳までに育て

たい子ども像を明確にしながら、接続期のカリキュ

ラムを作成・実践し、「興味、関心や探究心をもち、

人と関わりながら学び続ける子ども」「自分も人も

大切にし、思いやりをもって行動する子ども」「基

本的な生活習慣を身に付け、健康でたくましく生活

する子ども」を育成する。 

 

３ 研究の仮説 

①こども園と小学校の連携の土台として、「人のつ

ながり」「組織のつながり」「教育のつながり」

を確立することが、子どもや家庭の安心や信頼に

なり、滑らかな接続が可能になるのではないか。 

②「学びの芽生え」段階の保育の充実や、「学びの

基礎」段階の授業改善を、全ての保育士と教員が

強く意識して取り組むことで、子どもたちは学ぶ

楽しさを味わうことができ、主体的に学ぼうとす

る意欲が高まるのではないか。 

 

第１ブロック：高島市立マキノ西こども園・マキノ南小学校 

研究主題：じっくり遊ぶ子からとことん学ぶ子へ 
～12年間の学びをつなぐ保育、授業づくり～ 

基本構想図 
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４ 実践事例 ＜仮説に対する実践＞ 

■マキノ西こども園の園内研究 

研究テーマ「身近なものに興味や関心をもち、思いきり遊

ぶ子どもをめざして ～夢中を実現するための環境の構成や援

助の在り方～」に基づく保育の充実 

■マキノ南小学校の校内研究 

研究テーマ「一人ひとりが自分の考えをもち、対話や交流

を通して考えを深め、自分の力を発揮できる授業づくり」に

基づく授業改善 

■職員の交流（組織をつなぐ） 

保育研究会、授業研究会への相互参加による、園での「学

び」の意味や小学校の「学びの在り方」に関する協議や情報

交流 

■アプローチ・スタートカリキュラムの作成（教育をつなぐ） 

■園児と児童の交流活動の見直し（人をつなぐ） 

・園児が小学校の運動会において参加する競技の内容を園と

相談しながら改善 

・小１児童がこども園で植えたじゃがいもを、５歳児と一緒

に収穫し味わうなど、児童と園児のつながりや活動の継続

を考慮 

・１日体験入学を見直し、遊びの交流～給食～学校探検まで

活動内容を拡大、充実 

 

５ 研究１年目の成果と課題 

・保育・授業の相互参観や職員間の協議・情報交流、カリキュラムの編成等を通して、子どもの学びの

連続性に対する認識や乳幼児教育・小学校教育それぞれの段階で大切にしていることについての理解

が深まった。また、改めて小学校入学時に子どもが感じる段差とその大きさに気付くことができた。

これらのことを踏まえて、子どもの実態に即した接続期のカリキュラムを作成することができた。 

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10 の姿）」を意識し、０歳児から５歳児までの学びの連続

性の大切さを考えたり、日々の保育を振り返る中で環境の構成の在り方や保育者の援助について話し

合ったりしたことは、保育の充実につながった。 

 

６ 研究２年目に向けて 

○ 研究テーマ「～12年間の学びをつなぐ～」を踏まえた研究体制とするために  

・今年度の研究に取り組む中で、園と小学校の職員間で子どもの姿の見取り方に相違があることが分

かった。12 歳までに育てたい子ども像に迫るためには、共通した視点に沿って、より丁寧に日常の

園児・児童を観察し、育ちや学びについて語り合う「子どもを語る場」が必要である。 

・「組織をつなぐ」が、一部の教師や保育士の連携とならないように、学校全体・園全体の共通理解

や協力体制が必要である。そのために、年度当初から合同研修、合同会議、保育・授業参観を計画

し、全職員が関わりながら、連携の在り方や接続期のカリキュラムについて考えていく。 

・校園間の連携を根付いたものにするために、持続可能な体制を整える必要がある。マキノ中学校区

の小中一貫教育の取組も含めて、連携・調整を進めていく。 

○ アプローチカリキュラム、スタートカリキュラムをより実効的なものとするために 

・５歳児から１年生への学びの接続を意識して作成したカリキュラムを実効的なものとするために、

今年度３学期の保育参観および次年度１学期（１年生）の授業参観を計画的・重点的に行い、子ど

もの姿や指導の在り方を語り合う検証の場を設け、改善していく。 

・12 歳までに育てたい子ども像と照らし合わせて、接続期の単元の構成や環境構成、協力体制等に

ついて成果と改善点を明らかにすることで、接続期のカリキュラムの質の向上を図っていく。 
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１ 主題設定の理由 

子どもたちが心動かし、いきいきと学ぶには、幼児期の「遊びの中の学び」のどの部分に自ら学び考

える力を育てる要素があるのかを踏まえた上で、小学校における学びの基礎につなげる必要がある。幼

児期の「遊び」では、環境設定を工夫し、保育者や友だちとの関わりの中で、目的や目標をもって自分

のやりたいことを繰り返し試したり、自分の思いを表現したり追求したりする姿を目指している。本研

究では、このような姿を「自ら学び考える力を育てる要素」と捉え、保育・授業の在り方を探るべく研

究主題を設定した。園は子どもたちの「遊びの中の学びの姿」について小学校に向けて発信し、小学校

は園での「遊びの中の学び」を生かした授業改善で、保幼小の「接続」を進めていきたい。 

 

２ 研究1年目の目標 

「自ら学び考える力を育てる要素」に着目して、幼児教育と小学校教育をつなぐ保育・授業の共通の

視点を明らかにし、本小学校区の接続期カリキュラムを編成する。 

 

３ 接続期カリキュラムの編成に向けた取組 

（１） 互いの保育・授業の参観 

   「接続」にあたって、まずは原点に戻って、互いの保育・授業を見合い、互

いの教育を理解することから始めた。 

大宝西保育園５歳児『色水あそびをしよう』では、友だちと助け合いながら

も自分で挑戦したり最後までやり遂げたりする経験を大切にしたいと考え、自

ら選択できるよう様々な材料や用具を用意する等の環境設定の工夫を行った。 
大宝西幼稚園５歳児『かっぱ迷路で遊ぼう』では、“かっぱ”というテーマ

のもと、友だちと対話したり協力したりする経験を大切にしたいと考え、イメ

ージを膨らませるための投げかけや環境設定を行った。 
小学校１年生担任は、公開保育を参観して、「子どもたちの発想はすごい！」

と驚いていた。そして、子どもたちの「遊びの中の学びの姿」から「目的意識

をもつこと」「繰り返し試すこと」「表現すること」に注目し、それらを自ら

学び考える力を育てる共通の視点として、算数科「のこりはいくつ ちがいは

いくつ」の授業を組み立てた。授業では、楽しみながら学ぶ子どもの様子が見

られ、ブロックを用いて試行錯誤しながら計算の仕方を考えたり、友だちに説

明したりする中で、学びを深めていった。 

（２） 幼児・児童の実態調査 

接続期カリキュラムを考えていく上で、

「５歳児と小学校１年生の現状と課題」を把

握するため、教職員に幼児・児童の実態調査

を行った。これについては、「幼児期の終わ

りまでに育ってほしい姿（10 の姿）」をもと

に、調査内容を①人との関わりに関すること、

②学びに向かう力に関すること、③文字・

数・思考に関すること、④規範意識に関すること、⑤生活習慣に関することの５種類 12 項目の設問

を作成し、教職員が関わったここ数年の５歳児と小学校１年生について尋ねた。 

調査結果から、「自ら判断したり、考え直したりするなど、自分の考えをよりよいものにすること

ができる」や「経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり、相手の話を注意して聞いたりでき

る」という項目で、「あまりあてはまらない」という回答が多く見られた（調査結果①②）。大宝

西小学校区の５歳児と１年生の課題として、「自ら考える」や「言葉で伝える」という部分に弱さが

あると考えられる。結果から見られたこのような課題も踏まえながら、カリキュラムを編成した。 

大宝西小学校 

大宝西幼稚園 

大宝西保育園 

調査結果② 調査結果① 

第２ブロック：栗東市立大宝西保育園・大宝西幼稚園・大宝西小学校 

研究主題：心動かし いきいきと学ぶ大西っ子を目指して 
～自ら学び考える力を育てる保育・授業の在り方を探る～ 
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４ 接続期カリキュラムの実際 

（１）アプローチ・スタートカリキュラムの構成 

栗東市では、接続の要素を「人と関わる力」

「生活する力」「学びに向かう力」の３要素

に分けてめざす子どもの姿や教育活動を設定

する。アプローチカリキュラムでは、遊びや

活動の中で身に付けたことを小学校につない

でいくことを意識し、スタートカリキュラム

では、安心・成長・自立を目指して、時間割

や学習活動を工夫することを考慮している。

また、先に述べた本小学校区の課題を踏まえ

ながら、「自ら考える」や「言葉で伝える」

を大切にした編成を行った。 

さらに、「自ら学び考える力を育てる要素」に着目した共通の視点（キーワード）を、「目的意識

をもつ」「試行錯誤する」「表現する」とし、保育・授業改善に取り組んでいくこととした。 

（２）保護者との連携 

接続期カリキュラム実施にあたっては、保幼小の連携・接続の

取組を保護者と共有する必要があると考えた。そのためには、園

でのどのような姿を小学校につなげていくのか、また、子どもた

ちが安心して段差を乗り越えられるようにするには、家庭でどの

ようなことに配慮していけばよいかを発信していくことにした。 

５歳児の１月にはアプローチカリキュラムについて、２月の小

学校入学説明会ではスタートカリキュラムについての説明を行い、

理解と協力をお願いした。このように、園と小学校が家庭に対し

て共通の働きかけをすることによって、保護者に安心感が生まれ

る。それは、子どもの自信や安心となり、段差を乗り越える力に

つながると考える。 

 

５ 研究１年目の成果と課題 

成果としては、互いの保育・授業を参観することにより、「目的意識をもつ」「試行錯誤する」「表

現する」の３つを共通の視点（キーワード）として保育・授業改善を進めるという方向性が明確になっ

た。また、保幼小連携会議では、単なる子どもに関する引継ぎにとどまらず、一歩進めて、「接続の視

点」で語り合ったことにより、互いの保育・教育について理解することにつながった。「接続の視点」

とは、園で取り組んできたことや育ってきたことが、小学校の授業にどうつながるかという視点である。 

今後の課題として、小学校教員は、子どもの遊びのプロセスの中にある学びや育ちをさらに知る必要

があり、園は、行っている遊びにどのような学びの芽生えがあるのかを言語化して示す必要がある。そ

のためには、より多くの小学校教員が園の保育を参観する機会や、園が「遊びの中の学びの芽生え」に

ついて発信する機会を設定していく必要がある。そして、保幼小連携・接続の意義は、５歳児と小学校

１年生のみにとどまらず、全ての年齢、学年に関わり、つながっていることを念頭に置いて全教職員が

共通理解をして、学びをつなげていかなければならない。 

 

６ 研究２年目に向けて 

まず、ブロック別研修会において、岐阜聖徳学園大学教授 西川 正晃 先生よりご指導いただいた

「連続性」「互恵性」「日常性」「必要性」を保幼小の全教職員が常に意識しながら、今年度見いだし

た保育・授業の共通の視点（キーワード）をもとにした保育研究、授業研究に取り組んでいきたい。 

また、今年度作成したカリキュラムの実践と、子どもの姿を通した検証を行い、学年会や保幼小連絡

会議等で子どもの成長する姿や指導方法についての情報交換を行っていきたい。さらに、実践で得られ

た指導案や教材、子どもたちをどう見取ったか等の資料をデータベース化するとともに、次年度に向け

てカリキュラムの改善を図っていきたい。 

アプローチカリキュラム説明資料 

大宝西小学校区 接続期カリキュラム（一部抜粋） 

保育園・幼児園・幼稚園５歳児

小学校１年生

接続期カリキュラム
園から小学校へつなぐためのカリキュラムです

スタートカリキュラム
１年生入学～６月頃

アプローチカリキュラム
５歳児１月～３月

スムーズに

・友だちの良さに気づき優しくできる子に！

・さまざまなことに興味を持ち、挑戦できる子に！

・身の回りのことができる子に！

遊びの中で心動かす経験や体験を多くし、達成感や自信を
持てるようにしていきます。

お家の人といっしょに
「ひとりでできるもん大作戦」に挑戦します

（別紙参照）

アプローチカリキュラムではこんなことを大切にします！

お家の人や保育
者にほめてもら
いながら、自信
をつけます

安心

自信お子さんが をつけて、

して小学校入学へ

集団あそびや友だちと協力する活動を通して
人とのかかわり方を身につけていきます。
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１ 主題設定の理由 

竜王幼稚園と竜王小学校では、これまで 5･1 交流、5･5 交流、幼小教師間交流（授業入り込み・保

育参加）等を通じて、子どもの育ちや姿（学び）を話し合う機会をもってきた。しかし、子どもの見

方や育ちの視点のもち方について、幼稚園と小学校で違いを感じることがあり、子どもの育ち（学び）

について深めていけるような連携はなかなかできていない現状があった。 

そこで、幼小共通の見方、育ちの視点として、幼稚園では、日々の子どもたちの姿や、環境構成、

教師の援助の在り方を「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10 の姿）」と照らし合わせながら協

議し、研究を進めていく。「やりたいな！できた！もっとやってみたい！」と夢中になれる体験を通し

て、子どもたちが自信をもって意欲的に取り組み、つまずきを感じた時にも「頑張るぞ！」「きっとで

きる！」と前向きに踏ん張れる力や学びに向かう力を育てていく。 

また、小学校では児童が安心して小学校生活を送ったり、主体的に学びに向かう力を育んだりする

ために生活科を核としたスタートカリキュラムを実践する。その際、「幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿（10 の姿）」を視点として子どもの育ち（学び）について考え、幼小の滑らかな接続を目指す。 

 

２ 研究の方法と内容 

【方法】 

幼稚園と小学校で合同研究会をもち、幼稚園の遊びを通し

て主体的・対話的で深い学びが小学校での確かな学びにつな

がるようにする。その際、接続期のカリキュラムを基盤にし

て「幼児期までに育ってほしい姿（10 の姿）」を共有するこ

とにより、幼小接続を推進していく。（学びに向かう力を育成

する指導内容や方法の改善について実践的研究を推進） 

【内容】 

 ・保幼小接続連絡協議会（5 月） 

 ・合同保育研究会（5 月） 

 ・５・１交流と事前事後協議会（6 月、10 月、11 月、2 月） 

 ・アプローチ・スタートカリキュラム協議会（7 月、8 月、2 月） 

 ・合同研修会「幼小の学びをつなぐために」（8 月） 

 ・合同事例研究会（育ちを見取りつなげる会 5 歳児）（10 月） 

 ・学びに向かう力推進事業ブロック別研修会（11 月） 

・教師間幼小交流（幼稚園保育参加・協議会）（1 月） 

 

３ 実践事例 

 ○ ６月 ５・１交流「おかえりなさい、１年生。～幼稚園であそぼう～」と事後協議会 

 ６月 11 日（月）に、５歳児と１年生の交流会を行い、終

わってから子どもたちの様子について協議をしたところ、

以下のような意見があった。 
・子どもたちははじめ、互いに緊張している様子だった。 
・時間がたつにつれて関わりが見られるようになった。 
・全体の様子だけでなく、個々の子どもたちの関わりを 

もっと丁寧に見ていきたい。 
・子どもたちがもっと関わりを広げたり、深めたりするに 

は、事前打ち合わせをもっと密にしていく必要がある。 

第３ブロック：竜王町立竜王幼稚園・竜王小学校 

研究主題：学びに向かう力を育む保育や授業の在り方 
～一人ひとりの自信を育み主体的・対話的に学ぶ基礎の育成～ 

 年度当初、幼小合同の研究
主題について話し合い、互い
の年間計画の中に合同の協
議会や研究会を組み込んで、
取り組みやすくしました。 
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○ 10 月 ５・１交流と事前協議会 
  ６月の交流会の事後協議から、10 月の交流会では、事前協議会で打合せを行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事前協議会で打合せを行う中で、互いにより具体的な子どもたちの姿を予測しながら、活動の計

画を立て、準備する環境などを話し合っていった。 
○ 育ちを見取りつなげる会（合同研究会） 

  子どもたちの生活や遊びの姿の写真を持ち寄り、つ

ぶやきや育ち、教師の役割などを考え“幼児期の終わ

りまでに育ってほしい１０の姿”につなげていく『子

どもの育ちを見取りつなげる会』を開いた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 研究の成果と課題 

・合同の研修会等を通して、幼児期の育ち（学び）を一緒に考えることで、幼稚園の教員と小学校の

教員が子どもの見方や育ちの視点のもち方について、共通理解を図ることができた。 
・保育の写真を見ながら、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10 の姿）」

を視点として、その場面の子どもの様子や思いを考えたり、幼稚園の教員が

具体的に子どもの姿を伝えたりすることで、小学校教員の幼児教育に対する

理解が深まった。また、「10 の姿」についての具体的な理解につながった。 
・園児と児童の交流会では、事前打合せと事後の協議会を行うことで、子ども

たちの関わりを丁寧に見ることができ、理解を深められた。 
・様々な交流をしていきたいが、校園のカリキュラムの違いにより時間を取ることが難しい。 
 
５ 研究２年目に向けて 

・幼児期における接続期カリキュラムの実践が小学校教育とどのようにつながるかについて、具体的

な事例を考え、実践していく。 
・５・１交流の年間計画をたてたり、生活科のカリキュラムを見直したりして、竜王独自の接続カリ

キュラムを作成し、今年度の反省を次年度の研究に繋げていきたい。 
・学びの見取り方や細やかな支援の仕方、環境構成等について、幼稚園と小学校の教員が互いの独自

性やよさを学び合い、さらなる保育・授業改善に生かしていきたい。 

秋は自然物を 
使った遊びや 

学習があるね。 

1 年生の学習と 5 歳児の 
遊びで交流できることって 

どんなことかな？ 

中休みの時間を利用
して一緒に遊ぼう！ 

交流会までにも 
遊べる機会が 

もてるといい！ 

物を作って遊ぶ 
ことや学ぶことが 
深まる時期だね。 

秋の交流会はどんな
ことをしましょう？ 

写真の子ども
が、「幼児期の終
わりまでに育っ
てほしい姿（10
の姿）」のどの姿
に当たるかを協
議しています。 
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１ 主題設定の理由 

  多賀町は、町内に 1 中学校、2 小学校、1 保育園、1 こども園、1 幼稚園の６校園で成り立っており、

校種間の連携を大切にしながら「未来にはばたくことができる、心豊かでたくましい人づくり」を基本

目標に教育の推進を図っている。子どもたちの特性としては、素直で穏やかであり、学習に対してまじ

めに取り組むことができる。しかしながら、自ら働きかける力に課題が見られ、主体的な学びを追究し

ているところである。 

  そこで、町内の校種間連携のモデル学区として多賀幼稚園と多賀小学校との幼小連携をもとに、幼児

期の遊びや生活を通した学びと育ちを基本として、小学校で主体的に自己を発揮し、自ら学び高め合う

力を育む教育課程の創造を図る。 

 

２ 研究の目標 

 幼稚園と小学校の教員が互いの保育・教育や子どもの育ち（学び）を学び合い、それぞれの目指す子ど

もの姿を共有しながら、アプローチ・スタートカリキュラムを作成していくことによって、幼児期の育ち

（学び）を小学校での学習の基礎につなぐ。 

 

３ 幼児期の育ちと学びを小学校教育につなげる 

アプローチ・スタートカリキュラムの作成にあたり、下記の研修を計画的に積み重ねた。 

 １学期・・・多賀小多賀幼合同研修会（小学校低学年の公開授業、研究協議会、県指導主事指導助言） 

 夏休み・・・夏季研修会（講演「幼児教育、小中学校の学びをつなぐ」・連携教育についての協議会） 

 ２学期・・・学びに向かう力推進事業ブロック交流会（幼稚園年長組の公開保育、研究協議会） 

アプローチ・スタートカリキュラムの作成に向けての研究協議会 

                  （小学校低学年の公開授業、研究協議会、県指導主事指導助言） 

 ３学期・・・次年度へ向けたアプローチ・スタートカリキュラムの検討会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町
で
大
切
に
し
た
い
三
つ
の
力
（
知
徳
体
）
を
基
本
形
と
し
て
計
画 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10 の姿）」を、
それぞれのカリキュラムの間に配置し共有することで、つ
ながりを明確にしていきます。 

第４ブロック：多賀町立多賀幼稚園・多賀小学校 

研究主題：心豊かにたくましく つながり学ぶ多賀の子 
      ～自ら学び高め合う子どもの育成～ 

 幼稚園と小学校の協議の過程を
大切にしながら作成しました。 



10 

 

４ 実践事例 ～学びに向かう力の表出～（多賀幼稚園 ５歳児） 

 【主題】『友だちと考えを出し合って、好きな遊びを楽しもう』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 研究１年目の成果と課題 

＜幼稚園＞ 

・学びの芽生えを育む保育の在り方を研修等で学び、子どもの生活や遊びの捉え方が変わった。この遊

びにはどのような学びがあるのかを見極め、環境構成を工夫することで、「やってみたい。やってみ

よう。もっとやってみたい！」と子ども自らが活動し、思いや願いを実現させていくことが分かった。 

・子ども同士の学びを創造することと、教員同士の学び合いを創造することとは車の両輪であることを

念頭に置き、次年度はさらに教員の指導力を高め、一人ひとりの学びや育ちを支える見取りや援助の

在り方を探っていかなければならない。 

＜小学校＞ 

・幼小の教員間で直接話し合う場をもつことで、双方が大事にすべきことや参考にすべきことに気

づき、滑らかな接続につなげることができた。 

・互いの授業や保育を参観することで、子どもたちの学びや育ちが見え、各々の課題が明らかにな

ると考えるが、そのための時間確保が困難である。 

・入学してくる児童の大半が保育園卒園児であることから、今後保育園とも連携をとりながら接続に関

して検討し、就学前で共通したカリキュラムにしていくことが必要であると考える。 
 

６ 研究２年目に向けて 

・今年度作成した接続期のカリキュラムを実践し、検証・改善を通して、多賀小学校区では「どの

ような子どもを育てたいのか。」を幼小で共有し、「そのために何に焦点を当てるのか」「何を

ねらい、どのような活動をしていくのか」をさらに探っていく。 

◎ 栽培物の世話・観察 

（自然との関わり・生命尊重） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊世話や観察をすることで、栽培物の

生長に気付き、喜びを感じ、収穫し

た野菜をいただくことで、感謝の気

持ちが育ってきています。 

 

◎鬼ごっこ 

（協同性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊友だちと思いを共有し、ルールを考

えたり、決めたりし、充実感をもっ

て遊んでいます。 

◎ 色水あそび 

（思考力の芽生え） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊友だちと一緒に様々な自然物を使っ

て、試したり工夫したりしながら遊び

をすすめ、満足感を味わっています。 

◎ 今日の振り返り 

（言葉による伝え合い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「いま、どんな気持ち？」カード

を用いて、自分の気持ちや経験し

たことをみんなに伝えています。 

 

・大根も白菜もキャベ
ツも葉っぱが大きく
なってきたな！ 

・お水いっぱいあげよ
うっと。 

・今日の鬼はどう
やって決める？ 

・じゃんけん？ 
・いつもしてない

人にする？ 

・今日はこの花でジ
ュースを作ろう！ 

・見て！こんなきれ
いな色になった。
で！ 

「やったー」のカードを選び、、、
・きれいな色水ができた

から！ 
「くやしい」のカードを選び、、、
・鬼にすぐに捕まった。 
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１ 主題設定の理由 

とらひめ認定こども園と虎姫小学校は長浜市の中央部に位置し、子どもたちは、明るくて人懐っこく、

好奇心旺盛な子が多い反面、コミュニケ－ション力の弱さが園小共通の課題となっている。自分の思い

を言葉で表現したり、怒りや悲しみの感情をコントロールしたりする力が弱く、トラブルや友達関係に

影響を及ぼしている。また、スマホ、ゲームの普及や少子化などにより、人やものへの関わり方が分か

らない子が増え、自分から遊び出す子が減少する傾向にある。体力面においても、地域や家庭で体を動

かして遊ぶ場や時間が少なくなってきているため、転んでも手を付けない、手指の力が弱いなどの課題

がある。 

このことから、幼小連携・接続に関わり『学びの力・関わりの力・体の力』に視点を当て、子どもが

心も体もわくわくさせながら自ら動き出せるような環境や援助の在り方を研究することとした。自ら体

を動かして遊ぶ楽しさを味わうことで、多くの学びがあり、小学校の学習の基盤や仲間づくりにつなが

り、学校生活の様々な場面において、主体的にのびのびと行動する力を育むことになると考えた。 

 

２ 研究の目的 

 接続期における『学びの力・関わりの力・体の力』に視点を当て、学びの連続性をふまえた保育･教

育を創造することで、以下のような子どもの育成を目指す。 

 

 
 
 
 
 

３ 実践事例 

・保育、授業公開及びグループ協議（情報交換）（年 3 回） 

・講師を招いての園小中合同研修会 

・こども園・小学校・中学校・高等学校の情報交換会（年 15 回） 

・子どもやその家族を支援する体制 連携方策会議（年７回） 

（園小中職員・専門機関・行政・主任児童員・養護教諭） 

・新転任研修会、虎姫の子どもを語る会での教職員の交流（年 2回） 

・園児と中学生、高校生との交流（家庭科の授業、職場体験） 

・中学校区の学校運営協議会 

・５歳児と１年生の交流（年間を通じて定期的に） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第５ブロック：長浜市立とらひめ認定こども園・虎姫小学校 

研究主題：学びの連続性をふまえた保育･教育の創造 
～接続期における学びの力・関わりの力・体の力の育成～ 

【こども園】  

・やりたいことを見つけて、心と体

をわくわくさせながら遊ぶ子 

・しなやかな心と体をもつ子 

【小学校】 
・自ら学び共に学ぶ子  ・自分の周りも大切にする子 
・たくましく生きぬく子を育む  ・夢をもち続ける子 
・ふるさと虎姫を愛し誇りをもてる子 

ねらいと内容を精査した５・１交流計画 

交流を通して、子ども
同士の関わりが広がっ
たり、深まったりするよ
うに工夫しています。 
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４ 幼児教育と小学校教育をつなぐ取組 ～接続カリキュラム～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

５ 研究 1年目の成果と課題 

・接続を意識した教育課程の編成を通して、互いのよさを学び合うことで、互

いの保育・授業改善につながった。小学校では、幼児教育を踏まえることの

大切さを意識するようになってきた。 

・研究のサブテーマを『～接続期における学びの力・関わりの力・体の力の育

成～』としたが、もう少しテーマを絞り込み、焦点化した方が分かりやすい。 

・1 年生と 5 歳児の担任同士が中心になりがちであったが、校種間連携を継続す

るには、担当者任せにするのでなく組織的な取組を目指したい。そのために

は、園小中の教職員が集まって研修や交流する場を定期的につくるなど、校

区の連携を積極的に進めていく必要がある。特に管理職が積極的にコミユニ

ケーションをとり、話合いに加わっていくことが大切である。 

・子どもたちは、園も小学校も中学校も同じ地域の中で育っているため、その

地域の課題こそが連携の柱となる。地域の課題を全教職員が共有し、連携の

必要性と目的を明確にしていくことが大切である。 

・交流の事前・事後に職員間の打合せや協議等の時間を確保するのは大変である。他の職員による協力

体制の充実を図り、計画的に行っていきたい。 
 

６ 研究２年目に向けて 

・2020 年に小中一貫校の開校が予定されている。本学区では、これまで以上に連携を深めていくことが

求められており、小中一貫教育を意識した幼小連携・接続にする必要がある。 
・小・中学校が国語科を中心に伝え合う力を視点として連携することもあり、園小研究の軸を一本化し

サブテーマを『～接続期における伝え合う力の育成～』と変更する。その上で、虎姫の 0 歳から 15

歳までの子どもの育ちや学びの連続性を見ていくこととし、課題や目指す子ども像を中学校区の全職

員で共有する。 
・幼小の連携・接続を組織的に取り組んでいくため、幼小中連携担当を園務、校務分掌に配置する。年

度が変わり、各校園に転任してきた職員には研修や交流する場をもつ。また、担当者任せでなく学校

や園全体で取り組めるように、交流や合同研修会等を年間行事に組み入れたり、管理職や担当者が短

時間でも定期的に集まって協議を行う機会をもったりする。 

１年生の１学期は、教科の枠を
超えた関わりが多いため、新たな
ものを作るのでなく、各教科等の
つながりを考え、それを組合せた
大単元として計画した。 

中心となる生活科に国語科や
図工科･体育科などを関連させ、
スタートカリキュラムとした。 

園の５領域における協同的な
遊びを通しての学びから 

カリキュラムの円滑な接続を図
るために、生活科と国語科の年間
指導計画を見直して合科的・関連
的な指導を計画した。さらに、ス
タートカキュラムとしての視点で
教育課程に位置付けた。 

小学校の教科学習における学びへ 









 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31 年３月 

滋賀県教育委員会事務局 

幼小中教育課 


